
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 花巻市下小舟渡 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 46 社（原木供給／0 社、製材／6 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／3社、設計／5社、施工／29社） 価格帯 1,000～1,800万円 

代表者名 （株）木村設計Ａ・Ｔ 代表取締役木村清且 価格の基準面積 66～119㎡ 

主な受賞歴等 なし 価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
鷹觜紅子(たかのはしこうこ) 
[メール] Takanohashi-sekkei@lagoon.ocn.ne.jp 
[電話] 019-622-2533 [ＦＡＸ] 019-654-2041 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://kimura-sekkei-at.jp/   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
地域材にこだわった伝統的な家づくり 
●グループ内の原木供給事業所、製材工場と入念な打合せをし、岩手の伝統
工法に基づいた住宅の供給を目ざします。 
●伝統工法の再確認と新しい価値観の省エネ工法を目ざします。 
 
各地域の景観にあった地域の個性を創出する様な住まい
づくり 
●里山の木材の入手を行い、岩手の自然を考慮して勾配屋根とします。又、
軒を深く出し、腰壁を保護し、長期に建物を守るようなデザインとします。
●地域で残されている古建築物の再利用も実績としてあり、伝統の継承を目
ざします。 

 201
イーハトーブの夢・築き隊 
岩手県内全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私達は、住宅の復興を地域の再生として考えている。 
私達は夫々、地域の景観形成から自然景観形成にいたるまで専門家を交えて幅広い活動をしている。 

●景観形成においては建築意匠の分野にとどまらず、歴史と文化を紐解きコミュニティーデザインとしての個に 
拘りを持っている。自然景観形成に於いても野生生物調査から自然の復元に至るまで、 
人間界と自然界の接点的役割を担う業務に携わっている専門家の適切なアドバイスも得られる状態にある。 

●地域の再生の大きな鍵となる。又、生産にあたっては地域を知り尽くした人々による実働部隊としての大きな組織力とそれを
支え続けてきた多くの職人たちの技術力がある。地域材についてもネットワークを活用した供給体制を整えている。

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


